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ＹＭＣＡ学院高等学校 

TEL 06(6779)5690  FAX 06(6779)1831   http://www.ymcagakuin.ac.jp 

「学校通信」はバックナンバーを含め、本校のホームページで閲覧
えつらん

できます。 

「教員ブログ（Facebook）」も更新中です。本校のホームページにてご覧ください。 

 

●前期のレポート提出最終締切日：７月１１日(月) 
●ホームルーム：７月１日（金） 

●前期「筆記式テスト」：8/24（水）、25（木）、26（金）、29（月） 

 

http://www.ymcagakuin.ac.jp/
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２０分
ぶん

の１ 

今月
こんげつ

は、数字
す う じ

を使
つか

ってお話
はな

しします。 

例
たと

えば、月
げつ

水
すい

金曜日
きんようび

に、それぞれ 3時間
じ か ん

のスクーリングを受
う

ける場合
ば あ い

（18単位
た ん い

登録
とうろく

）。 

3時間
じ か ん

×3日
か

×8週
しゅう

＝72時間
じ か ん

ということで、半年
はんとし

の間
あいだ

に 72時間
じ か ん

のスクーリングを受
う

けるのが標 準
ひょうじゅん

と 

なります。（実際
じっさい

はもうちょっと少
すく

ないですけどね） 

8週間
しゅうかん

は、7日
か

×8週
しゅう

＝56日
にち

となり、時間
じ か ん

に直
なお

すと、24時間
じ か ん

×56日
にち

＝1,344時間
じ か ん

です。 

1,344時間
じ か ん

のうちスクーリングを受
う

ける 72時間
じ か ん

の割合
わりあい

は、約
やく

5％です。 

5％とはどのようなものか、実感
じっかん

できますか？ 

ついこの前
まえ

まで、消費税
しょうひぜい

が 5%でしたね。（今
いま

は 8％です） 

何
なに

が言
い

いたかったのかというと、皆
みな

さんが学校
がっこう

でスクーリングを受
う

ける時間
じ か ん

は、皆
みな

さんが過
すご

ごしている 

時間
じ か ん

のほんのごく一部
い ち ぶ

なのです。だから、意識
い し き

してスクーリングの時間
じ か ん

を大切
たいせつ

に過
す

ごすようにしましょう。 

通信制
つうしんせい

の教育
きょういく

は、このスクーリング（面接
めんせつ

指導
し ど う

）と、レポート（添削
てんさく

指導
し ど う

）とテスト（試験
し け ん

）で行
おこな

われ 

ます。7月
がつ

になれば、レポートの最終
さいしゅう

提出
ていしゅつ

日
び

がやってきます。何
なん

のためにＹＭＣＡ学院
がくいん

高校
こうこう

に入学
にゅうがく

した 

のかもう一度
い ち ど

思
おも

い出
だ

して、どうか時間
じ か ん

を大切
たいせつ

にしてください。最後
さ い ご

まで諦
あきら

めてはいけません。 

話題
わ だ い

を変
か

えますが、この『5％（20分
ぶん

の 1）』という数字
す う じ

は、通信制
つうしんせい

高校
こうこう

に学
まな

ぶ高校生
こうこうせい

の数字
す う じ

と同
おな

じ 

なのです。全国
ぜんこく

の高校生
こうこうせい

（全日
ぜんにち

・定時
て い じ

・通信
つうしん

）のうち、通信制
つうしんせい

高校
こうこう

の生徒
せ い と

の占
し

める割合
わりあい

は、約
やく

5％です。 

高校生
こうこうせい

が 20人
にん

いれば、その内
うち

の 1人
り

は、通信制
つうしんせい

高校
こうこう

に学
まな

ぶ生徒
せ い と

です。全国
ぜんこく

には、みなさんと同
おな

じように 

通信制
つうしんせい

高校
こうこう

で学
まな

ぶ人
ひと

がたくさんいます（平成
へいせい

27年度
ね ん ど

生徒数
せいとすう

は 180,393人
にん

） 

全国
ぜんこく

には、いろんな環境
かんきょう

や状 況
じょうきょう

の中
なか

で学
まな

びたいという強
つよ

い意志
い し

を持
も

ち、毎日
まいにち

頑張
が ん ば

っている人
ひと

が 

たくさんいます。ＹＭＣＡ学院
がくいん

高校
こうこう

の場合
ば あ い

、大阪
おおさか

以外
い が い

に東京
とうきょう

、神奈川
か な が わ

、奈良
な ら

、和歌山
わ か や ま

、神戸
こ う べ

、福岡
ふくおか

、熊本
くまもと

 

に通
かよ

う場所
ば し ょ

があり、私
わたし

たちはそのような生徒
せ い と

たちに寄
よ

り添
そ

いサポートしながら日々
ひ び

努力
どりょく

を重
かさ

ねてきました。 

これからも真剣
しんけん

に向
む

き合
あ

い、努力
どりょく

し続
つづ

けていきます。 

（事務
じ む

長補佐
ちょうほさ

 松本
まつもと

好史
よしふみ

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のメッセージ 

 

――――――本 校 の 卒 業 要 件―――――― 

① 高校に 3 年以上在学すること。 

② 74 単位以上修得すること。 

③ 必修科目は履修認定を得ること。 

④ ｢総合的な学習の時間｣を 3 単位以上修得すること。 

⑤ 特別活動に 30時間以上参加すること。 

（『2016 年度版 学務の手引き』より抜粋） 
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熊本に心を寄せる 
 

熊本地震発生から２か月、全国のＹＭＣＡでは継続的な支援をしています。 

特に被害の大きかった益城町の総合運動公園は避難所になり、今も８００人以上の方が身を寄せて 

おられます。運動公園はＹＭＣＡが指定管理を受けており避難所運営をしています。大阪ＹＭＣＡは 

たえず人を送り熊本の人たち活動をしています。 

６月中旬には阿蘇ＹＭＣＡを拠点に、がれき撤去を大阪ＹＭＣＡの留学生たちが行いました。 

ＹＭＣＡ学院高校熊本センターの中には避難所生活をしている高校生もいて、本人の希望により、 

私たち教職員から勉強する机を送りました。 

6月 6日に学院高校で行いました支援チャリティでは、小さな子どもたちと高校生とで 

支援活動をした教員からの話、平和を考える絵本ライブ、非常食の試食を行い、生徒にとっても 

遠い出来事ではなく、「自分こと」として少しでも心を寄せることを願った時間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「被災地の現状」の講演   絵本ライブ「平和・命について考えよう」 非常食かやくご飯試食 

英語科 鈴木先生         家庭科 井澤先生      

 

 英語幼児園の子どもは目を輝かせ、 

                                高校生や教職員は真摯な眼差しで 

                                絵本の読み聞かせに聴き入って 

いました。みなさまのご協力に感謝！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のトピック 
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7月１８日は、「大阪 YMCA安全の日」です！！ 

Safety First 

―安全
あ ん ぜ ん

の日
ひ

の誓
ち か

い― 

本校の母体である大阪ＹＭＣＡでは、毎年 7 月 18 日を「大阪ＹＭＣＡ安全の日」と制定し、 

大阪ＹＭＣＡで行われる様々なプログラムで、安全に関する取り組みを行っています。 

 大阪ＹＭＣＡは現在４つの法人（財団・学校・社会福祉・幼稚園）がそれぞれ多様な事業を 

展開しています。安全を最優先にする事業を展開していくために、安全ガイドラインを策定し、 

各事業所の詳細な業務運営マニュアルを作成して、安全なプログラムを実施するために安全管理に 

ついて徹底したルーティンワークを実践しています。 

 安全のためのプログラムとして、野外での活動、学校や幼稚園・保育園などの施設内での安全に 

関しては、事故や事件などが中心となりますが、それら以外でも、セクシャルハラスメントや 

コンピュータウイルス、そしてノーマライゼーションと言った、人権や個人情報に関する安全にも 

重点を置いています。 

 ＹＭＣＡ学院高等学校では、こうした安全管理を実践しております。それに加えて 2013 年に成立

した法律『いじめ防止対策推進法』により、各学校においていじめ防止対策の方針を策定することに

なり、本校でも「ＹＭＣＡ学院高等学校いじめ防止対策方針」を作成しました。私たちは生徒の人権

や健康、そして生命を守るために、安全を創り出し生命・賜物が躍動する活動を行います。 
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＜４つのクラスの説明会＞ 2016年度スタート！ 

【後期登録に向けての説明会日時】 ※保護者も参加可能です。 

6月 27日（月）15：00～16：00 ※説明会＋相談会 

6月 29日（水）12：20～12：50 ※昼食を食べながらでも結構です。 

7月  1日（金）16：00～17：00 ※説明会＋相談会 

 

自分の興味・関心に合わせて、視野が拡がり、友人ができます！ 

 

●アドバンスト 進学に向けてしっかり、習熟度クラスでコツコツ学んでいます！ 

●グローバル  Native の授業にも物怖じせずにしゃべれる暖かい雰囲気です。 

７月は海外 YMCA のインターン（大学生）がクラスにやってくる予定です。 

●ウエルネス  あいている時間にプールやジムを活用、最大限生かしている生徒がいます。 

数週間で「ここに来て良かった。自分は変われた！」と言っている 

生徒もいます。 

●マイスぺ+ 落ち着いた安心できる環境で、しっかり学校生活に慣れてきました。 

 

＜夏期講習会（２・３年次対象）＞ 
 

◎大学進学に向けた夏期講習会を行います。 

日  程：８月１日（月）～８月４日（木）の４日間を予定しています。 

時  間：受講希望者数で時間割を組みますので未定です。 

開講科目：国語 英語 数学  

       （受講希望者数により開講しない場合があります。） 

受 講 費：10,000円（１科目） 

 

◎模擬試験（３年次対象） 

 ８月５日（金）に全統マーク模試を本校で実施します。自分の今持っている力を知ることが 

 できます。 

 申し込みや詳細については後日案内します。 

  問い合わせ：東浦まで 

 

＜ＹＭＣＡ学院次年度構想・移転計画説明会＞ 
６月２７日（月）１２：３０ ２８日（火）１６：００ ※18日（土）は終了しました。 

「学校通信」７月２０日号に詳細を掲載いたします。 
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次年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
日 曜 行  事  予  定  な  ど 

 6  月  

6/24 金 講座：「産業社会と人間」（仕事について考える 5･6限目）、わいわいカフェ（12:30～15:00） 

6/25 土 保護者交流会「わいわいプラザ」（14:00～16:00） 

6/27 月 「Y-Learning学習会」（12：00-12：50）、次年度構想移転説明会、４クラス説明会 

6/28 火 次年度構想移転説明会 

6/29 水 ４クラス説明会 

 7  月  

7/1 金 特別活動：「ホームルーム」、わいわいカフェ（12:30～15:00）、４クラス説明会 

2 土  

3 日  

4 月 〔学習状況報告（３回目）〕発送予定 講座「体育 a1」補充スクーリング（a1：4･5限目） 

5 火  

6 水 PC ルーム開放（15:00～17:00） 

7 木 
「学習アシストルーム」最終日、PC ルーム開放（15:00～17:00） 
集中講座「聖書に親しむ 3」 

8 金 

前期通常スクーリング最終日（体育ｂ･ｃの補充スクーリングを除く）、 

講座「体育 a2・a3」補充スクーリング（a2：2･3限目  a3：4･5限目） 

集中講座「聖書に親しむ 3」、PCルーム開放 C 

レポート再発行申込締切日（17時まで）、わいわいカフェ（12:30～15:00） 

9 土  

10 日  

11 月 
レポート提出最終締切日(学校窓口 17時まで。当日郵便消印有効) 
PC ルーム開放（13:00～17:00） 

12 火 講座「体育ｃ1･ｃ2･ｃ4」補充スクーリング （2･3限目）、夏期休暇開始(～8/23） 

13 水 講座「体育ｂ1･ｂ2･ｂ3」補充スクーリング （2･3限目） 

14 木  

15 金  

16 土  

17 日  

18 月 (海の日)大阪 YMCA 安全の日 

19 火  

20 水 PC ルーム開放（15:00～17:00）、〔学校通信〕発送(予定) 

21 木 
PC ルーム開放（15:00～17:00） 
6/30以降返却の「再提出評価レポート」提出締切日（学校窓口 17 時必着） 

22 金  

23 土  

24 日  

25 月  

26 火 
〔前期最終学習状況報告〕〔単位認定テスト受験資格確認表〕〔単位認定テストの範囲・時間割〕
〔レポート解答例集〕発送(予定) 

27 水 単位認定｢課題式｣テスト発送(予定) 

30 土  

 8  月  

8/8 月 学校夏期休業期間(～8/16) 

8/22 月 〔学校通信〕発送(予定) 

8/23 火 夏期休暇終了 

8/24 水 単位認定｢筆記式｣テスト期間(～8/29) 

8/29 月 
単位認定｢課題式｣テスト提出締切日(学校窓口 17時まで、当日郵便消印有効）、 
特別活動：「進路ガイダンス」（予定） 

9/9 金 単位認定｢筆記式｣テスト再テスト日 

スケジュール（6/24～9/9） 
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【「学習状況報告（２回目）」について】  

■「前期学習状況報告（２回目）」を6月20日（月）に発送しています。 

第6週終了（6月17日（金））までのスクーリングの出席時数とレポートの提出状況が記載されていますので、 

各自でしっかり確認してください。 

■残りのスクーリングについては、「個人時間割」と各講座の「学習計画表」で確認し、必要な出席時数をクリア 

してください。 

■まだ提出していないレポートと「再提出」評価のレポートを確認し、最終締切日〔7/11（月）〕までに確実に 

提出するよう注意してください。 

■「学習状況報告」（3回目）送付：7月4日（月） 

「学習状況報告」（前期最終）送付：7月26日（火） 

各講座の単位認定テストの受験資格の通知（｢単位認定テスト受験資格確認表｣）を同封 

■｢学習状況報告｣の記載内容に誤りがある場合や質問等がある場合は、担任までご連絡ください。 

 

【ＰＣルームの開放について】 

 ■情報系のレポート作成のため、以下の日程でPCルーム(3階307教室)を開放いたします。 

ご活用ください。 

                   

 

 

 

 

 

【ホームルーム】 特別活動1時間 

■下表のとおり、ホームルームを行います。 

内容は、夏期休暇を含めた今後の日程確認、および単位認定テストについての注意など諸連絡です。 

※「生徒別時間割」には載っていませんので注意してください。教室は当日掲示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開放日 時  間 

1 7月6日（水）、7日（木）、8日（金） 3 15：00 ～ 17：00 

 7月11日（月） 1 13：00 ～ 17：00 

日 程 時 限 時 間 ク ラ ス 

7月1日（金） 6限目 

1  15：00 ～ 15：25 3 3A 3B 3C 3D 3E 3F 3G 3H 3I 3M 

1  15：30 ～ 15：55 1 2A 2B 2C 2D 2M 

  15：00 ～ 15：50 1A １B 

教務からのお知らせ 

4 
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【レポートの提出について】 

提出しなければならないレポートがたまってくると、仕上げるのが大変になります。毎日少しずつ 

でも取り組み、提出していきましょう。しっかり取り組んで提出してください。 

 

■レポートやバーコードシールをなくした場合は、事務室で申し込みをすると再発行できます。 

（再発行の申込受付：7/8（金）17時まで） 

■提出するときは、バーコードシールを必ず貼って提出してください。 

■ポストに投函
とうかん

してもそのポストの収集時刻が過ぎている場合は当日消印が付きません。十分注意してください。 

■郵便以外の、宅配便・メール便などでの送付は受け付けられません。 

■最終締切日にレポートを白紙、白紙同然で提出した場合は「不合格」となり、再提出はできません。 

■学校の事務室必着（郵便消印ではありません）ので注意してください。 

※レポート提出については、｢事務室からのお知らせ｣（P.22）もよく読んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期レポート 

提出最終締切日 
各提出レポート 注意点 

7/11（月） 

17 時必着 

（当日郵便消印有効） 

事務室受付 

郵送は7月11日付消印まで

有効です。 

7月11日（月）に郵便で送

る場合は、必ず郵便局の窓

口で送付してください。 

前期レポート 

※出し忘れがないように十分注意！！ 

※レポート各回提出締切日を過ぎても、 

最終日 7/11（月）までに提出すれば大丈夫 

※まだ出していないレポートは早めに提出！！ 

返却されたレポート、 

「再提出」評価レポート 

返却されたレポートは、「再提出」評価がないかど

うかを確認 

ある場合は再度取り組み、早めに提出！！ 

「国立民族学博物館｣ 

など、｢総合的な学習の

時間Ａ｣のレポート 

休館日や閉館時間を事前に必ず確認し、早めに施設

を見学して、レポートを提出 

※「総合的な学習の時間Ａ」の校内スクーリングに

出席していない人は、担任まで。 

7/21(木) 

17 時必着 

最終締切日後に 

「再提出」評価で 

返却されたレポート 

必ず確認し、再提出しましょう。 

重要！！ 
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【スクーリング代替課題のある講座について】 

■理科の一部、家庭科の一部、英語科の一部、芸術科、体育、宗教科の各講座には、 

スクーリング出席時数が不足する場合に提出する、「スクーリング代替課題」があります。 

（クリーム色の紙に印刷されています） 

■出席時数が不足する場合は、「スクーリング代替課題」を提出し合格すれば、スクーリング出席として 

認められます。（ｽｸｰﾘﾝｸﾞ代替課題があるのは一部の講座です） 

■スクーリング代替課題で補える数は、講座ごとに上限が決まっていますので、自分の出席時数を 

しっかり確認してください。 

■スクーリング代替課題の内容は、学校が指定するテレビ・ラジオ番組の視聴を課したり、 

学校が指定するフィールドワーク（展覧会鑑賞、教会礼拝出席など）を課すものです。 

■指定されているテレビ・ラジオ番組は、放送日が限られている場合があり、また礼拝など曜日が 

限られているものがありますので、代替課題提出が必要な人は、早めに課題に取り組み提出する 

ようにしてください。 

■スクーリング代替課題の提出締切日は、7月 11日（月）です。 

代替課題についての質問などは、講座担当教員に確認してください。 

 

【「体育」の補充スクーリングについて】 

■「体育」は、出席時数が不足の人を対象に、下記の日程で、補充スクーリングを行います。 

「体育ａ1」  →7月 4日 （月）4・5限目 

「体育ａ2」   →7月 8日  (金）2・3限目／「体育ａ3」  →7月 8日 （金）4・5限目 

「体育ｂ1・2・3」→7月 13日（水）2・3限目 

「体育ｃ1・2・4」→7月 12日（火）2・3限目 

 

運動できる服装、上靴を持参してください。 

補充スクーリングで補える出席時数は、上限２時間までです。 

くわしくは「学習計画表」と「個人時間割」で確認してください。 

 

■「体育ｂ｣・｢体育ｃ」は、7月 11日（月）までにレポートを必要数提出していない人は、 

この補充スクーリングに出席しても、履修認定されませんのでご注意ください。 
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【単位認定テストについて】 

■単位認定テストは、すべての講座で実施します。(｢総合的な学習の時間｣は除く) 

単位認定テストを受験し合格することで、単位を認定します。 

 

 ●テスト受験資格 

  各講座で決められている、「スクーリング出席必要時数」と「レポート合格必要数」の両方を 

クリアすることで、その講座のテスト受験資格が認められます。 

  スクーリングまたはレポートの必要数を満たさない場合は、受験資格はありません。 

  各講座のテスト受験資格については、個人別の「単位認定テスト受験資格確認表」でお知らせ 

いたします。（7/26（火）に送付予定） 

 

 ●テストの出題範囲 

  テストは、多くの講座でレポート内容から出題されます。 

返却されたレポートは手元に置いてよく復習をしておいてください。 

「筆記式テスト出題範囲一覧」「レポート解答例」：7/26（火）送付 

 

●テスト実施方法 

単位認定テストには、筆記式テスト、課題式テスト、実技式テストの 3つの方法があります。 

各講座は、この 3つの方法のいずれかで、単位認定テストを実施します。 

各講座のテスト実施方法については、次ページの「テスト実施方法一覧」で確認してください。 

 

◎筆記式テスト 

前期「筆記式テスト」実施日：8/24（水）、25(木)、26（金）、29（月） 

筆記式テストは、スクーリングの時間割とは違う時間割で実施します。 

筆記式テスト時間割送付：7月 26日(火) 

 

◎課題式テスト 

課題式テスト実施講座の受験資格を認められた人に、「課題式テスト」を送付します。 

自宅で｢課題式テスト｣に取り組み、下記の締切日までに提出してください。 

｢課題式テスト｣送付：7月 27日(水) 

｢課題式テスト｣提出締切：8月 29日（月）17時(当日消印有効) 

締切日までに提出されなかった場合は、単位の修得はできません。 

 

◎実技式テスト 

スクーリング時に実施します。くわしくは該当講座の担当教員に確認してください。 

 

 

 

 

重要！！ 
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2016 年度前期 単位認定テスト実施方法一覧 
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スクーリング期間も終盤を迎えています。レポートの作成は順調に進んでいるでしょうか。 

この時期は単位修得に向けて、レポート作成とスクーリング出席を最優先してください。 

その上で、進路についての準備を進めるようにしてください。  

本校では、皆さんの進路を支援するために進路相談や情報掲示などを行っています。 

 

【３階『進路コーナー』を活用しよう】 

■ 進路（進学・就職）に関する情報は３階『進路コーナー』に掲示しています。また『進路コーナー』 

に置いている情報誌や案内書などは自由に持ち帰ることができますので、活用してください。 

 

【進路相談について】 

■本校では、進路相談については、年間を通じてホームルーム担任と随時（ずいじ）行っています。 

希望される生徒の皆さん、保護者の皆さまは面談日時をホームルーム担任と調整してください。 

 

進学について 

【学習効果を高めよう】 

■高校生の皆さんが上手に学習を進めるには、自分自身のペースを確立し、継続することが大切です。 

その為には、下記のようにメリハリをつけることが大切です。 

◎ 目標を設定し、具体的な学習計画を立てて学習を進める。 

◎ 学習開始時間を定め、リズムよく生活する。気分転換や息抜きをうまく取り入れる。 

◎ 集中できる学習環境を確保し、学習時間をじゅうぶんにとる。 

◎ ある程度学習が進んだら、問題集などを利用して知識や理解をチェックする。 

◎ できなかったところは繰り返し復習し、あやふやなところは徹底的に調べ直す。 

【志望校の情報を集めよう】 

■インターネットや情報誌などを活用して、志望校についての情報を集めましょう。 

その際、次のような点をよく調べるようにしてください。 

①各学校の校風や特色 ②所在地や通学時間  ③設置されている専攻分野 ④取得できる資格 

⑤卒業後の進路 ⑥入試方法や出願時期 ⑦施設や設備 ⑧必要な学費 など 

 

【『オープンキャンパス』に参加しよう】  

■大学・短大・専門学校の『オープンキャンパス（学校見学会）』が行われています。 

進学希望者は、『オープンキャンパス』に積極的に参加し、自分の目で各学校の特色を 

確認しましょう。 

■ＡＯ入試の受験を考えている生徒は、学校によってオープンキャンパスへの出席をＡＯ入試の 

条件としているところもありますので、注意してください。 

■『オープンキャンパス』に参加すると特別活動２時間（上限は 10時間）が認定されます。 

１階職員室で『参加報告書』を受け取り、必要事項を記入して提出してください。 

その際、当日配布されたプリントや担当者の名刺など、参加の証明になるものを貼ってください。 

 

進路支援からのお知らせ 
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【ＡＯ入試について】 

■ＡＯ入試のＡＯとは、「アドミション・オフィス」（入学事務局）の略で、一人一人の個性や 

学ぶ意欲を評価し、小論文や面接、プレゼンテーションなどで合否を判定する入試です。 

他の推薦入試と違い、校長の推薦が不要で評定平均など高校での成績が問われないことが特徴です。 

■6月から申込（エントリー）が始まっていることが多いですので、ＡＯ入試での受験を考えて 

いる人は、志望校の情報を確認してください。学校によってはオープンキャンパスへの参加を 

条件としているところもあります。 

 

【その他の推薦入試制度について】 

■公募制推薦入試 

各大学・短大・専門学校が指定する学業成績（評定平均値）等の基準をクリアすること、 

さらに本校の基準として、卒業予定年度の前期終了時点で 54単位以上（高認などを含む） 

修得していることが推薦の条件となります。選考方法は面接、筆記試験、小論文などです。 

大学・短大の場合は筆記試験が行われますが、一般入試に比べて入試科目数は少ないです。 

専門学校の場合、書類選考・面接が一般的です。 

■指定校推薦入試 

指定された特定の高校に限って出願できるのが「指定校推薦」です。各大学・短大・専門学校が 

指定する学業成績（評定平均値）等の基準をクリアすること、さらに本校の基準として、 

卒業予定年度の前期終了時点で 60単位以上（高認なども含む）修得していること、 

『校内生活上の決まり』の『注意』を２回以上受けていないことなどが推薦の条件となります。 

定員を超えて申込みがあった場合、校内選考が行われます。選考はほとんどの場合面接のみです。 

「指定校推薦」はすべて「専願」です。合格した場合、絶対に入学辞退はできません。 

なお、昨年度「指定校推薦」のあった学校が、本年度も依頼があるとは限りません。 
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≪New≫【指定校推薦依頼校一覧（中間報告）】≪6/3までに学校に到着したもの≫ 

■今年度の指定校推薦依頼校をお知らせします。各専攻・コース、推薦基準、募集人数、出願期間 
などの詳細は、１階受付で確認してください。今後の追加分は『学校通信』でお知らせします。 

 
◇大学 

大阪芸術大学 芸術学部 
美術学科、ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科、工芸学科、写真学科、文芸学科、芸術計画学科、
初頭芸術教育学科 

大阪樟蔭女子大学 学芸学部 心理学科、ﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ学科、国際英語学科、国文学科、被服学科 

大阪商業大学 経済学部 経済学科 

大阪女学院大学 国際・英語学部 国際・英語学科 

大阪電気通信大学 総合情報学部 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｹﾞｰﾑ学科、情報学科 

大阪電気通信大学 金融経済学部 資産運用学科 

倉敷芸術科学大学 芸術学部 全課程全学科 

甲子園大学 心理学部 現代応用心理学科 

神戸医療福祉大学 社会福祉学部 社会福祉学科、健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科、経営福祉ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 

神戸国際大学 経済学部 経済経営学科、都市環境・観光学科 

神戸山手大学 現代社会学部 総合社会学科、観光文化学科 

国際基督教大学 教養学部 アーツサイセンス学科 

ｻｲﾊﾞｰ大学 ＩＴ総合学部   

静岡産業大学 経営学部、情報学部   

四天王寺大学   人間福祉学科 

種智院大学 人文学部 仏教学科 

城西大学 経営学部 ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ総合学科 

聖学院大学   
政治経済学科、欧米文化学科、日本文化学科、こども心理学科、 
人間福祉学科 

聖隷ｸﾘｽﾄﾌｧｰ大学 
社会福祉学部 介護福祉学科、社会福祉学科、こども教育福祉学科 

看護学部   

相愛大学相愛大 
人文学部 人文学科 

人間発達学部 発達栄養学科、子ども発達学科 

多摩大学多摩大学 
経営情報学部   

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽﾀﾃﾞｨｰｽﾞ学部   

帝塚山大学塚山大学 

文学部 日本文化学科、文化創造学科 

経済学部 経済学科 

法学部 法学科 

現代生活学部 居住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 

東亜大学東亜大学 

人間科学部 心理臨床・子ども学科、国際交流学科、スポーツ健康学科 

医療学部 医療工学科、健康栄養学科 

芸術学部 ｱｰﾄ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科、ﾄｰﾀﾙﾋﾞｭｰﾃｨ学科 
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東京工芸大学 工学部 電子機械学科 

芸術学部   

長崎ｳｴｽﾚﾔﾝ大学 現代社会学部 経済政策学科、社会福祉学科、外国語学科 

奈良大学 
文学部 地理学科、文化財学科 

社会学部 心理学科 

梅花女子大学子大学 

心理こども学部 こども学科、心理学科 

文化表現学部 国際英語学科、日本文化創造学科、情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 

 食文化学部   食文化学科  

横浜美術大学 美術学部 美術・ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 

流通経済大学 スポーツ健康科学部 スポーツ健康学科 

◇短期大学 

芦屋学園短期大学 幼児教育学科 

大阪芸術大学短期大学部 英米文化学科、ﾃﾞｻﾞｲﾝ美術学科、ﾒﾃﾞｨｱ・芸術学科、保育学科 

大阪女学院短期大学 英語科 

関西女子短期大学 保育学科、養護保健学科、歯科衛生学科、医療秘書学科 

京都西山短期大学 仏教学科 

久留米信愛女学院短期大学 幼児教育学科 

久留米信愛女学院短期大学 フードデザイン学科 

神戸山手短期大学 現代生活学科 

堺女子短期大学 美容生活文化学科 

四天王寺大学短期大学部 生活ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ学科 

城西短期大学 ﾋﾞｼﾞﾈｽ総合学科 

千葉経済大学短期大学部 ビジネスライフ学科 

◇専門学校 

大阪医療秘書福祉専門学校（三幸学園） 
医療秘書科・くすりｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ科・医療保育科・診療情報管理士科・医療事

務科・介護福祉科・歯科ｱｼｽﾀﾝﾄ科 

大阪ｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞ＆ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校（三幸学園） ｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾗﾝﾅｰ科、ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ科(女子） 

大阪工業技術専門学校 
建築学科、設備環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科、ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ学科、ﾛﾎﾞｯﾄ機械学科、大

工技能学科、建築学科Ⅱ部、ﾌﾚｯｸｽ建築学科 

大阪こども専門学校（三幸学園） こども総合学科（3 年男女） 

大阪歯科学院専門学校 歯科衛生士学科 

大阪ビューティアート専門学校（三幸学園） 美容科（男女）、ﾄｰﾀﾙﾋﾞｭｰﾃｨ科（2 年女子） 

大阪美容専門学校   

大阪ﾘｿﾞｰﾄ＆ｽﾎﾟｰﾂ専門学校（三幸学園） ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾅｰ科・健康ｽﾎﾟｰﾄ科・ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾅｰ科・ｽﾎﾟｰﾂ保育科 

神戸元町医療秘書専門学校（三幸学園） 医療秘書科、医療事務科 

神戸元町こども専門学校（三幸学園） こども総合学科 

中央ＩＴ情報専門学校 情報ビジネス学科 
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辻学園栄養専門学校（三幸学園） 
栄養士学科 

辻学園調理・製菓専門学校（三幸学園） 調理師学科、上級調理師科、製菓ﾊﾟﾃｨｼｴ科、製菓ﾏｲｽﾀｰ科 

日本ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ専門学校 
IT ﾋﾞｼﾞﾈｽ科、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｸﾘｴｲﾀｰ科、情報処理ｼｽﾃﾑ科、IT ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ科、Web

ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ科 

日本ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ専門学校大阪校 
二級整備士学科、ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ自動車工学科、ｶｽﾀﾏｲｽﾞ自動車工学科、 

ﾓｰﾀｰサイクル学科 

日本理工情報専門学校 
自動車整備科、電子･情報工学科、電気ﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報科、建築ﾃﾞｻﾞｲﾝ科、 

情報ｼｽﾃﾑ科、ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ科、電気工学科、電気工事士科、ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ科 

ﾛｾﾞ＆ﾋﾞｭ^ﾃｨｰ大阪美容専門学院 美容学科 

 

【模擬試験のすすめ】 

■大学進学を考えている人や看護系専門学校の受験を考えている人は、落ちついて学習を続けると 

ともに、模擬試験を積極的に受けましょう。模擬試験は複数回受けて、学力の伸びを確認すると 

ともに、受験校選びの資料としましょう。目標を高く持ち、一回の模擬試験の成績だけで早期に 

受験校を決定することのないようにしてください。 

 

【予約奨学金について】 

■日本学生支援機構に「予約奨学金」の制度があります。「予約奨学金」とは、大学・短大・専門学校へ 

進学を希望する卒業年次生が、入学前に（高校在学中に）奨学金を予約する制度です。進学先が確定 

していなくても申込みができます。 

5/11（水）より事務室でお渡ししています。締め切りは 7/1（金）となっています。 

 

就職について 

 

【学校紹介で就職する場合】 

■求人票の閲覧（えつらん）開始：7月～ 

１階職員室受付で担任もしくは進路担当者まで申し出てください。 

関心があれば、応募前職場見学に参加するようにしてください。 

※同時に２社以上応募することはできません。 

応募開始：9月 5日（月） 

選考開始：大阪府では 9月 16日（金） 

※応募にあたっては、近畿高等学校統一用紙を使用することになっています。 

１.統一用紙(①紹介書、②履歴書、③調査書)にて、履歴書（指定のもの）を本人が作成 

２.応募書類は学校から発送 

ほとんどの企業で面接を重視しています。 

内定すると辞退することができません。応募の際に慎重に考えてください。 

最初の選考で内定が得られなくても、あきらめずに何度も応募する姿勢が大切です。 

 

【縁故紹介や一般求人を見て就職する場合】 

■家族や知り合い等の紹介（縁故紹介）で就職をする場合、また新聞やインターネット、求人情報誌を 

見て応募する場合、現在のアルバイト先からそのまま正社員に採用というケースも見られます。 

応募に際しては、高校からの書類は不要です。履歴書は市販のものを使用することになります。 

 

☆就職を希望している、また進路に悩んでいる人は職業適性テストを受けてみることをお勧めします。 

希望者は職員室まで！ 
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「保護者交流会『ほごしゃＹ2（わいわい）プラザ』」のご案内 
 

保護者のみなさまが交流し、語り合う機会として、保護者交流会「ほごしゃＹ2（わいわい）プラザ」

を下記の通り開催いたします。卒業生保護者をお招きし、高校時代などの体験をお話しいただきます。 

出席される場合はご連絡ください。 

 

日 時：2016年 6月 25日（土） 14：00～16：00 （13：30より受付開始） 

場 所：本校教室（当日、本校１階ロビーに掲示します）。 

内 容：卒業生保護者のおはなし（インタビュー形式 聞き手：本校教員 川口彰範） 

    交流タイム 「子どもの成長を見守り、関わること」（座談会形式） 

 

 

 

 
夏休み期間中について 

夏休み期間は、長期の旅行やアルバイトなどを計画されている方も多いと思います。 

また、受験に備えた勉強の機会と考えている方も多いでしょう。ぜひ、この期間を有意義に過ごして 

ください。 

■夏休み期間中、進路相談などで担任と面談を希望する場合は、事前に日時の確認を取ってください。 

■7月は状況により、体育館、屋上ヤード、教室をサークル活動で使用することができます。 

※サークル顧問を通じて申し込んでください。 

※7月の使用申し込みは 6月中に提出してください。利用時間：10：30～15：50 

 

   

 

◆スクーリングに関して◆ 

（６）スクーリング（授業）中や単位認定テストの時間中の教室内での携帯電話の使用は禁止します。 

必ず電源を切っておいてください。 

（７）スクーリング中、単位認定テストの時間中における私語など、授業やテスト実施に迷惑を 

及ぼす行為は禁止します。 

（８）上記（1）～（7）以外にも、学校生活において 著
いちじる

しく逸脱
いつだつ

した行為を厳禁
げんきん

します。 

 

（『2016年度版 学務の手引き』「賞罰規定」参照） 

 

！！貴重品の管理に注意！！ 
 学校の建物には大勢の人が出入りしていますので、貴重品の管理に十分注意をしてください。 

※財布や携帯電話などの貴重品は常に身につけ、短い時間でも教室やロビーに置いたままにしない 

※必要以上の金品は持ち歩かない 

※万一、紛失等が起こってしまった際は、すぐに教職員に知らせる。校内を確認し、必要に応じて 

警察に届ける等の手続きをします。落し物、忘れ物を見つけた時には、職員室まで届けてください。 

気持ちの良い学校生活を送れるよう、互いに気を配り合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「わいわいカフェ」の実施について】 
  わいわいカフェでは、飲み物とお菓子を用意して、生徒のみなさんの利用をお待ちしています。 

誰かと話したい時、ひとりでゆっくりしたい時、気軽にのぞきに来てください。 

 

～７月の実施予定～ 

  日 時･･･７月１日・８日（金）12：30～15：00 

  ※日程は変更になることがあります。校内の掲示物を確認してください。 

  ※場所は、当日１階ロビーに案内します。 

生徒支援からのお知らせ 
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◆カウンセリングスペースからのお知らせ 

≪カウンセリング≫ 

 前期の開室日は 7月 11日（月）までと、8月 24日（水）・26日（金）・29日（月）です。 

 

＊開室時間と担当者 

 月曜日：川口彰範さん １３：３０ ～ １６：３０ 

 水曜日：西村博子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

 金曜日：道嶋公子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

 

※保護者の方もご利用いただけます。お問い合わせ、ご予約は担当（川口・後藤）まで 

ご連絡ください。 

◆保健室からのお知らせ 

＊熱中症に注意しましょう。 

【熱中症予防のポイント】 

①規則正しい生活をする（睡眠不足、朝食抜きなどの時は熱中症を起こしやすくなる） 

②こまめに水分を補給する（運動の前・途中・終った後など） 

③運動するときは 30分に１回は休憩を入れる 

④体調の悪いときは運動をしない（下痢、発熱、疲労などの時は熱中症が起こりやすい） 

 

【熱中症発生時の応急処置】 

＜軽度＞         ＜中度＞          ＜重度＞ 

・めまい         ・頭痛           ・意識がない ・けいれん 

・立ちくらみ       ・吐き気          ・運動障害（まっすぐ歩けない等） 

・筋肉痛         ・体がだるい        ・呼びかけに反応しない、会話が 

・汗が止まらない     ・体に力が入らない      おかしい 
 

 

・涼しい場所へ移動    ・涼しい場所へ移動     ・涼しい場所へ移動 

・衣服を緩め、安静に   ・体を冷やす        ・衣服を緩め、安静に寝かせる 

寝かせる        ・衣服を緩め、安静に    ・体が熱ければ、氷などで首筋、 

・水分補給         寝かせる          脇の下、足の付け根を冷やす 

             ・十分な水分と塩分補給   

 

運動を中止し、症状    自力で水分が摂れない場合や     救急車（119）を要請 

が改善すれば、様子    症状の改善が見られない場合は、   する。 

をみる。         受診が必要。 
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【Y-Learning学習会のお知らせ】（Y-Learning は、学籍番号 16 と 15 で始まる生徒が使用可能） 

学習会を行います。PC が自宅にない人、なかなか学習する機会がない人、学習会で落ち着いて 

学習しましょう。こつこつすることで力がつきます。 

 

日 程：6 月 27 日・7月 4日(月)12:00～12:50 

 場 所：３階ＰＣルーム  ※情報系列のレポートの学習はこの時間は出来ません。 

 

 

Ｙ-Ｌｅａｒｎｉｎｇ（わい・らーにんぐ）ランキング 

 

☆Y-Learning ポイント（P）獲得数ランキング☆（5 月１８日現在） 

☆ログイン回数 第１位 １３７４Ｐ  ☆５教科平均点 第１位 １００点 

※回数・平均点ともに、同じ人が達成しています！がんばってます！！ 

第 1 位 1374 ﾎﾟｲﾝﾄ  第 2 位 1058 ﾎﾟｲﾝﾄ 第 3 位 881 ﾎﾟｲﾝﾄ  

第 4 位 860 ﾎﾟｲﾝﾄ   第 5 位 566 ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

【Y-Learningひと口ポイント「ポイントを貯めよう！」】 

 Y-Learningにログインしたり、ドリルを進めていくと、上記のようにポイントが貯まります。 

ポイントが貯まると、「ポイント獲得履歴」の画面にある、砂漠の画像に芽が出てきて、木が育っていきます。

ドリルを 10問全問正解すると、ポイントが倍になるなど、ボーナスポイントも用意されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習支援からのお知らせ 
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【各種奨学金、給付金について】 

現在募集中の各奨学金について下記の表に記載しています。申込希望の場合は事務室へお申し出 

ください。それぞれ締切日が異なりますのでご注意ください。 

（注意事項） 
※各奨学金・給付金によって申し込みの条件が違います。募集要項や申請書をご確認のうえ 

申し込んでください。 

※所得の制限や成績を問うものについては特によく確認してお申し込みください。予算枠や申請 

条件がある奨学金等については、申請しても採用にならない場合もあります。ご了承ください。 

 名 称・内 容・金 額 申込書学校提出締切日 

 

貸 

 

与 

日本学生支援機構 

・平成 29年度大学等入学者 奨学生予約採用 

（対象）来年大学･短大･専門学校等に進学した場合の予約奨学金 

（貸与月額）下記表参照 

区分 

第一種奨学金(無利子貸与) 
第二種奨学金 

(有利子貸与) 
大学 短大・専修学校 

自宅 自宅外 自宅 自宅外 

国公立 45,000円 51,000円 45,000円 51,000円 
30,000円・50,000円・ 

80,000円・100,000円・

120,000円から選択 

私 立 54,000円 64,000円 53,000円 60,000円 

上記貸与月額又は貸与月額30,000円のどちらかを選択 

入学時特別増額貸与奨学金（初回基本月額に有利子奨学金を増額して貸与する 

制度）も同時に申し込みが可能です。金額は10万円・

20万円・30万円・40万円・50万円から選択。 

第１回申込期限 

（第一種・第二種） 

７月 １日（金） 

〔候補者内定 

10月下旬予定〕 

 

第２回申込期限 

（第二種のみ） 

１１月１１日（金） 

〔候補者内定 

2月下旬予定〕 

 

給 

 

付 

 

大阪市奨学費(毎年申請が必要) 

(対  象)大阪市に居住する保護者の生徒で、非課税世帯の家庭 

(生活保護世帯は除く) 

(給付月額)学習資金として、１年次生は年額 107,000 円、2・3年次生は

年額 72,000 円を上限として支給 

※大阪府高等学校等奨学のための給付金を受けることができる場合は 

府の給付金額を控除した後の金額を支給上限額とする。 

※学習資金として認められる品目・期間については募集要項参照。 

また、請求の際には必ず領収書の添付が必要となります。  

(交付方法) 年 3回交付予定 

 

＊募集要項・申請書については大阪市から書類から届き次第配布の予定です。 

 

未  定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

事務室からのお知らせ 
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【高等学校等就学支援金について（対象者のみ）】 

[2014年 3月までに高校に入学の方] 就学支援金（旧制度） 

■2016年度高等学校等就学支援金については、加算申請をされている場合は、現在第１期分 

（6月まで分）の加算が認定されています。 

■第 2期以降分（7月以降分）の加算申請については、再度平成 28年度の所得証明書の提出が 

必要です。現在の加算対象の方にはすでに提出のご案内を送っています。 

提出期限：6月末 

■今回（第 2期以降分）の加算申請がない場合は、第 1期（4～6月分）のみの加算額で「支援金」が 

決定してしまいますので、該当する場合は、期限を厳守ください。 

■申請された加算が認定された場合の前期学費のご案内は 7月中旬となります。 

■新たに第 2期以降分（7月以降分）の加算申請を予定している場合は、前述のとおり 6月末までに 

手続きが必要です。申請書類をお渡ししますので事務室へお申し出ください。 

■前期講座登録を行わない場合は、就学支援金はありませんが、対象月数が減ってしまいますので 

「休学」の手続きとともに支援金の「停止」手続きを行ってください。 

 

[2014年 4月以降に高校に入学の方、編入学の方]  就学支援金（新制度） 

 ■2016年度高等学校等就学支援金については、現在第 1期分（6月まで分）まで認定されて 

  います。 

 ■第 2期以降分（7月以降分）の申請については、再度収入状況の届出が必要です。 

郵便にて必要書類や詳細についてのご案内を送付していますので、必ず期日＜6月 30日（木）＞ 

までにお手続きください。 

※手続きされないまま期日を過ぎますと次年度まで支援金をうけることができなくなりますので 

ご注意ください。 

 ■学費の案内は、就学支援金の申請が認定された後の 7月中旬になります。 

■前期講座登録を行わない場合は、就学支援金はありませんが、対象月数が減ってしまいますので 

「休学」の手続きとともに支援金の「停止」手続きを行ってください。 

 

【前期学費の納入について】 

[2014年 3月までに高校に入学の方] 

■分割納入および延納の手続きをされている場合は、次回の納入期限は 7月 11日（月）です。 

学校より送付しました「延納・分割納入についてのお知らせ」で金額などを確認の上、 

 期日までに納入手続きをしてください。 

■「就学支援金」対象者で、「就学支援金加算支給申出書」を提出して加算の決定がされた生徒の 

学費納入案内については、第 2期分の申請受付確認後の 7月中旬送付を予定しています。 

詳細については前述の「高等学校等就学支援金について」をご確認ください。 

 

[2014 年 4月以降に高校に入学の方、編入学の方] 

■就学支援金の申請が認定された後の 7月中旬に送付予定 
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【レポートの提出について】 

■レポートを提出する際には、以下の点を注意してください。 

○レポート集が届いたら、各レポート表紙に必ず個人別のバーコードシール（学籍番号・住所・ 

名前・講座名・教員名・レポート回数が印字されています）を所定の｢貼り付け欄｣に貼って 

ください。 

特にレポートの回数をよく確認して貼るようにしてください。 

○バーコードシールを貼り忘れた場合は、レポートの持ち主が不明となります。提出前に十分 

確かめてください。 

  ○レポート提出は、直接学校へ持参する場合は事務室受付の提出用ボックスへ入れてください。 

提出できる時間は 9：15～17：00（平日）です。 

レポートを学校へ郵送する際は、郵便の消印日が受付日となります。 

レポート提出については、再度『学務の手引き 2015年度版』（P.8、9）をよく確認してください。 

※レポートにバーコードシールを貼り間違えた場合は、学校では受け付けられず、返却されます。 

そのために提出期限や最終締切日に間に合わなくなったとしても、本人の責任となりますので 

注意してください。 

 

【レポート等の再発行について】 

■レポート等配布済みの書類を紛失した場合は再発行の手続きができます。所定の用紙に必要事項を 

記入のうえ、事務室で再発行の手続きを行ってください。 

■レポート、バーコードシールの再発行は、正確に記入して申し込んでください。 

■レポートの再発行日は原則として次のスクーリング日（月・水・金）となります。 

■前期のレポート最終締切日（7/11）に再発行のレポートを受け取る場合は、申込受付は、 

7月 8日（金）17時までです。当日申し込みは受け付けませんので注意してください。 

 

【通学割引証の発行について】 

■本校への通学の際には、交通機関の通学用割引回数券が利用できます。 

回数券の残数が少なくなったら、「通学割引証申請カード(ｹｰｽ入り)」を事務室窓口のカード回収 

ボックスへ提出して「通学割引証」の発行申請をしてください。 

「通学割引証申請カード(ｹｰｽ入り)」は毎回申請時に提出が必要ですので大切に保管してください。 

■「通学割引証」の有効期限は一ヶ月です。期限内に駅の発売所で回数券を購入してください。 

その際必ず「通学割引証」をケースから出し、生徒証明書を提示してください。 

詳細は、『学務の手引き 2016年度版』（P.33、34）をよく確認してください。 

 

【住所等変更手続きについて】 

■現在学校に届けている住所や電話番号などが変更になった場合は、速やかに「各種変更届」に 

記入・押印のうえ事務室へ提出してください。あわせて郵便物が転送されるように郵便局に 

転居届を出してください。 

■通学経路が変わる場合は、「通学割引証申請カード」を変更しますのであわせて提出ください。 

(即日発行はできません。) 

■届出用紙は事務室や『学務の手引き 2016年度版』の巻末にもあります。コピーして使用してください。 
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「主
しゅ

はわたしの力
ちから

、わたしの歌
うた

 

      主
しゅ

はわたしの救
すく

いとなってくださった。」   

 

（出
しゅつ

エジプト 15章
しょう

2節
せつ

)  

 

 

上
うえ

の聖
せい

旬
く

は、モーセとイスラエルの民
たみ

が主
しゅ

を賛美
さんび

してうたった歌
うた

の一句
いっく

です。 

主
しゅ

がモーセを指導者
しどうしゃ

としてイスラエルの民
たみ

をエジプトの奴隷
どれい

状 態
じょうたい

から救
すく

い 

出
だ

して主
しゅ

の約束
やくそく

の地
ち

に 導
みちび

かれた出来事
で き ご と

は聖書
せいしょ

の 出
しゅつ

エジプト記
き

に見
み

るとおりです。 

  イスラエルの民
たみ

は、ここでモーセを通
とお

して律法
りっぽう

を与
あた

えられ、主
しゅ

なる神
かみ

との関係
かんけい

を 

確
たし

かなものとしました。主
しゅ

なる神
かみ

がイスラエルを愛
あい

し、イスラエルは主
しゅ

なる神
かみ

を 

愛
あい

して、 

  主
しゅ

はわたしの 力
ちから

、わたしの歌
うた

 

  主
しゅ

はわたしの救
すく

いとなってくださった 

とうたって、愛
あい

を言
い

い 表
あらわ

すのです。「主
しゅ

」は妬
ねた

むほどにイスラエルを愛
あい

されます。 

  イスラエルは、「主
しゅ

」以外
いがい

に主
しゅ

と 称
しょう

する御方
おかた

をつくらず、主
しゅ

に 従
したが

い、主
しゅ

をほめたた

えました。 

  イエス・キリストは、この「主
しゅ

」である御方
おかた

の分身
ぶんしん

であり、主
しゅ

の御愛
おんあい

の権化
ごんげ

 

です。「イエスは主
しゅ

なり」と告白
こくはく

して、イエスさまにあって主
しゅ

なる神
かみ

を愛
あい

する、 

主
しゅ

なる神
かみ

を賛美
さんび

する者
もの

となることがキリスト者
しゃ

です。 

 

（南
みなみ

YMCAキリスト教
きょう

委員会
いいんかい

委員長
いいんちょう

  中谷
なかたに

 哲造
てつぞう

 牧師
ぼ く し

より） 

南
みなみ

ＹＭＣＡ「キリスト 教
きょう

委員会
いいんかい

」 

南ＹＭＣＡ「キリスト教委員会」2016-6 

 

 

今
こ ん

 月
げ つ

 の 聖
せ い

 句
く
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